
ひがしまち街角広場：「結果としての福祉」が実現される場所 
Higashimachi-Machikadohiroba: Achievement of "welfare as a result" 

 
田中康裕 1) 

Yasuhiro Tanaka 
 
1)フリーランス，博士（工学） 
 Freelance, Dr. Eng. 
 
A community cafe called “Higashimachi-Machikadohiroba” in Senri Newtown, Osaka Prefecture was established in a vacant store 
in a neighborhood center. Residents have been running this place voluntarily for approximately 20 years. This cafe aims to constitute 
a place in which residents can stop by and rest without any purpose, rather than directly performing welfare functions. Through its 
operation, this place reflects the kinds of residents living in the community, which has enabled residents to identify who needs support. 
Hence, it achieves “welfare as a result” without categorizing residents with certain attributes as socially vulnerable. 
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1.結果としての福祉 
福祉は、「幸福。特に、社会の構成員に等しくもたらさ

れるべき幸福」1)という意味をもつが、これを実現するた

めの障害者、生活保護受給者、高齢者など一般的に社会

的弱者と見なされる人々に対するサポートやセーフティ

ーネットの意味で用いられる場面も多い 2)。本稿で紹介

する大阪府千里ニュータウンの居場所（コミュニティカ

フェ）である「ひがしまち街角広場」は、一般的に社会

的弱者と見なされる人々に対するサポートやセーフティ

ーネットの機能を担っているが、注目すべきは、このよ

うな機能を担うことを目的として開かれたのではなく、

運営の結果としてこのような機能を担うようになってき

たことである。 
筆者は、「ひがしまち街角広場」をはじめとする各地の

居場所から、居場所と施設では機能の位置づけが異なっ

ていることを教わった。居場所では運営の結果として機

能が備わっていくのに対して、施設ではあらかじめ機能

が設定されているということである（田中康裕, 2021）。
本稿では、「ひがしまち街角広場」で実現されている「結

果としての福祉」について考察したい。 
 
2.地域の人々が求めた場所 

2000 年、千里ニュータウンの1 住区である新千里東町

が建設省（現・国土交通省）の「歩いて暮らせる街づく

り事業」のモデルプロジェクト地区に選定され、事業で

行われた住民へのアンケート、ヒアリング、ワークショ

ップをふまえ「7 つのまちづくり提案」がなされた。その

1 つが、「近隣センターを生活サービス・交流拠点へ」と

いう提案である（山本茂・宮本京子, 2001）。この提案を

受けた豊中市の社会実験として、2001 年 9 月 30 日に近

隣センターの空き店舗を活用して開かれたのが「ひがし

まち街角広場」である（写真1, 2）3)。 

「ひがしまち街角広場」初代代表の赤井直さんは、次

のように話す。「ニュータウンの中には、みんなが何とな

くふらっと集まって喋れる、ゆっくり過ごせる場所はあ

りませんでした。そういう場所が欲しいなと思ってたん

ですけど、なかなかそういう場所を確保することができ

なかったんです」4)。ニュータウンとは暮らしに必要な機

能を割り出し、それらの機能を学校、病院、集会所、店

舗など種々の施設に割り当てる方法によって作られた街

だと捉えることができる。実際、このようにして計画さ

れたニュータウンを歩くと、種々の施設が整った街だと

いう印象を受ける。ところが、種々の施設を整えるだけ

では地域の人々が切実に求めていた「みんなが何となく

ふらっと集まって喋れる、ゆっくり過ごせる場所」は実

現されなかったのである。「ひがしまち街角広場」を地域

の人々が求めていたことは、割り出した機能を種々の施

設に割り当てる方法によって街を作ることに対する大き

な問題提起となっている。 
当初、「ひがしまち街角広場」は2001 年12 月末までの

約 3 か月間だけ、社会実験として運営される計画であっ

た。しかし、せっかく開いた場所を閉鎖するのはもった

いないという地域からの声に応えるかたちで、社会実験

は2002 年3 月末まで延長された。そして、社会実験終了

後には地域の人々による自主運営として継続されること

になった。 
オープン時の空き店舗の改修などの費用と、社会実験

期間中の運営費は豊中市が負担していたが、自主運営が

始まってからは豊中市からの補助を一切受けておらず、

コーヒ、紅茶などの飲物の 100円の「お気持ち料」と、

夕方以降と定休日の会場使用料によって家賃、光熱水費

など全ての費用を賄っている。自主運営を始めるにあた

っては、来訪者がおらず赤字になった場合は、補助金を

受けてまで無理に運営を続けないことが確認された。こ
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の背景には、来訪者がいない状況は、「ひがしまち街角広

場」が地域で求められていないことを意味するという考

えがある。 
現在、新千里東町の近隣センターは再開発が進められ

ている。再開発によって運営に活用できる店舗を確保で

きなくなることが直接的なきっかけとなり、「ひがしまち

街角広場」は 2022 年夏頃に、20 年以上にわたる運営の

幕を下ろすことが決まっている 5)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.「ひがしまち街角広場」の運営 
3-1.プログラムのない日常の場所 
「ひがしまち街角広場」は 2001 年 9 月のオープンか

ら 2002 年 1 月までは週 7 日、2002 年 2 月からは日曜を

除く週 6 日、11～16時に運営されてきた 6)。運営時間中

はボランティアの当番が滞在し、飲物を 100円の「お気

持ち料」で提供している。食事は提供されていないが、

お弁当や購入した食事の持ち込みは自由である。 
毎日運営されている理由は、「みんなが何となくふらっ

と集まって喋れる、ゆっくり過ごせる場所」を実現する

ためには、「いつでも行ったら開いてる安心感」が大切だ

と考えられたからである。「週に1回とか、月に何回って

いうのは、誰でもいつでも行ってみようかと思った時に

行けない、自由に出入りできない。『あぁ今日行ったら閉

まってたわ』、『今日はお天気悪いから閉まってたわ』っ

てなったら、『行ったら開いてるかな？』と心配になった

ら、来てもらえないようになるから、いつでも行ったら

開いてる安心感が一つの目的で毎日やっておりました」。 
「ひがしまち街角広場」ではプログラムは行われてい

ない。ただし、社会実験期間中は展示会、フリーマーケ

ット、体験教室などのプログラムが定期的に行われてい

た。自主運営が始まってから、プログラムは次第に行わ

れなくなっていったという経緯がある。「色んな行事とい

うか、そういうことをやっても、結果的にはやっぱりみ

んなイベントよりも、ゆっくりただ座ってお茶飲んでし

ゃべっていくぐらい。そうなったら、今日はマッサージ

の日とか、何とかの勉強会の日とか、何とかの講習会の

日っていうのは、あまり意味のないことだと思う」、「メ

インがだんだん、みなの希望としてお茶飲む場所ってい

うことになったんですね」。このようにして、「ひがしま

ち街角広場」は地域の人々が求める、プログラムのない

日常の場所として定着していったのである。 
3-2.緩やかな主客の関係 

「ひがしまち街角広場」には、1 日に約35 人が訪れ続

けている。多い時には、1 日の平均が50 人を超える月も

ある。来訪者の中心は高齢者だが、来訪者が属性によっ

て限定されているわけではない。子どもたちが学校帰り

に立ち寄ることは学校公認で、子どもたちが水を飲みに

立ち寄ったり（写真3）、近隣センター隣の幼稚園に子ど

もを預けている母親グループが集まったりすることもあ

る。来訪者の多くは、飲物を飲みながら当番や他の来訪

者と話をして過ごすが、無理に会話に参加することが求

められるわけでなく、本や新聞を読むなど一人で過ごす

人もいる（写真4）。テーブルは2 人掛けと4 人掛けの小

さなもので、テーブルや椅子は人数に応じて、当番や来

訪者が自由に動かすことができる。 
運営を担うのは 15 人ほどのボランティアで、2～3 人

ずつ交代で当番を担当している。ボランティアのほとん

どが、新千里東町に住む女性である。オープン当初、当

番の人数を確保するために自治会連絡協議会、公民分館、

校区福祉委員会、地域防犯協会の既存の団体に、当番の

担当日を割り振っていた。しかし、オープンからしばら

くすると既存の団体に所属していない人が入りにくい雰

囲気になってきたという。そこで、以降は既存の団体と

は関係なく個人としてボランティアの当番になるように

変更されている。現在の当番の中には、オープン当初に

既存の団体のメンバーとして運営に関わり、その後は個

人として当番を続けている人もいれば、既存の団体とは

無関係に個人として当番になった人もいる。 
当番は、給与や交通費など金銭の支給を受けない無償

ボランティアである。わずかでも金銭の支給を受けると

サービスする側／される側に関係が固定されてしまう。

きちんとした金額の給与を支払えるならそれでもよいが、

給与を支払うとしても中途半端な金額にしかならない。

それなら無償ボランティアにする方がよいと考えられて

のことである。「いくらかでもお金をもらってるとなった

ら、･･････、お金を出した方ともらってる方になります

よね。それよりも、みんなどっちもボランティア。来る

方もボランティア、お手伝いしてる方もボランティアっ

ていう感じで、いつでもお互いは何の上下の差もなく、

フラットな関係でいられるっていうのがあそこは一番い

い」。 
このように話されている通り、「ひがしまち街角広場」

では当番と来訪者が共に話をしている光景が頻繁に見ら

れる（写真5）。来訪者の中には、忙しくなったらコーヒ

ーを運ぶのを手伝ったり、テーブルの後片付けを手伝っ

たりする人もいる。写真や絵画を展示したり、竹細工を

展示したりする人もいる。お土産などを差し入れる人も

いる。地域への還元として行われる10 月の周年記念行事

にも、多くの人々の協力がなされた（写真6）7)。「ひがし

まち街角広場」は多くの人々の協力によって成り立って

いるのである。 
 

  
（写真1）近隣センターの 
空き店舗を活用した場所 

（写真2）日常の様子 
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4.「ひがしまち街角広場」が生み出したもの 
4-1.目の前の人への対応 
「ひがしまち街角広場」では、例えば、独居の高齢の

女性を引越し作業中に見守ったり、ガスを止められた人

にお湯を提供したり、泣いていた子どもを母親が帰宅す

るまで預かったりするという出来事があった。次のよう

に、独居の高齢の男性が「ひがしまち街角広場」で倒れ

たという出来事もあったという。「コーヒーを出した途端

にふ～っと横になって、慌てて椅子を並べて寝てもらっ

て。独居老人ですからね、担当の民生委員さんがどこの

人だっていうことは聞いてたからすぐ連絡して。それで

救急車で行かれたんですよ、病院へ。･･････。ある日、

パジャマのまま病院から来てはるんですよ。民生委員さ

んから『もう無事退院されましたので、ありがとうござ

いました』って電話かかってきてんけど、『いや、もう『街

角』に今、座ってはるねん。パジャマのままで』って、

『え～、家帰らんと『街角』行きはった』言うて、民生

委員さんがびっくりされたこともありますね」。 
ここで紹介したのはごく一部だが、「ひがしまち街角広

場」は一般的に社会的弱者と見なされる人々に対するサ

ポートやセーフティーネットの機能を担ってきた。ただ

し、「ひがしまち街角広場」をこのような機能を担うこと

を目的として開かれた場所だと捉えてはならない。 
「ひがしまち街角広場」は毎日運営されており、運営

時間内には当番をはじめ地域の誰かが滞在している。対

象者が属性によって限定されておらず、プログラムも行

われていない。こうした運営のあり方は、プログラムに

参加するのではないかたちで、地域の人々が互いに目の

前にいるという状況を日常的に生み出している。多くの

場合、この状況は緩やかな見守りになっているが、先に

紹介した独居の高齢の女性、ガスを止められた人、母親

が留守で泣いていた子ども、倒れた独居の高齢の男性な

ど、目の前にいる人が何らかの助けを求めた場合には、

見守りから一歩踏み込んだ「それぞれに応じたものを、

その場でできる」かたちでの対応が行われる。これが、

「ひがしまち街角広場」が実現している「結果としての

福祉」である。 
「応じたっていうことがものすごい大事なんですよ。

それぞれに応じたものを、その場でできるというのが。

青少年とか、成人期とか、高齢者とかに応じたじゃなく

て、同じ成人でも色んなレベルの人がいるでしょ。だか

ら、どこにも応じたことがやれる場所じゃないといかん

わけでしょ、こういうところっていうのは。枠にはまっ

てない、枠からはみ出た人には対応できないって言った

らだめじゃないですか」。ここで重要なのは、「青少年と

か、成人期とか、高齢者とかに応じたじゃなくて」とい

うように、目の前の相手がある属性の人だから対応が行

われるのではなく、「色んなレベルの人」、「枠にはまって

ない、枠からはみ出た人」というように、何らかの助け

を求めている顔の見える存在だからこそ対応が行われる

ことである。「ひがしまち街角広場」が生み出す目の前に

人がいる状況は、地域の人々をある属性ではなく、顔の

見える存在として浮かびあがらせている、つまり、地域

を可視化するものなのである。 
地域を可視化するという観点に注目すると、「ひがしま

ち街角広場」は次のような意味でも地域を可視化してき

たことがわかる。 
4-2.地域情報の交差点 
「ひがしまち街角広場」の表には掲示板が設置されて

いる（写真7）。掲示板を活用して学校の情報を地域に発

信してはどうかという「ひがしまち街角広場」からの呼

びかけにより、掲示板には小中学校の学校通信が貼られ

ることになった。この他にも、2 か月に 1度発行されて

いる地域新聞『ひがしおか』、地域行事の案内、ポスター

など様々なものが掲示板に貼られている。壁などのスペ

ースは作品発表のために開放されており、地域の人々の

写真や川柳、竹細工などが展示されている。 
このような機能を赤井直さんは「地域情報の交差点」

と表現する。「何となくふらっと集まって喋れる、ゆっく

り過ごせる場所」は、地域情報を伝えたり、作品を発表

したりする場所として相応しいのである。「ひがしまち街

角広場」自体が「地域情報の交差点」というメディアに

なることで、地域にどのような情報があるのか、どのよ

うな特技を持つ人々がいるのかなどを浮かびあがらせて

いる。 
4-3.新たな活動の立ちあげ 
「ひがしまち街角広場」には、新たな活動を立ちあげ

るきっかけになってきたという側面もある。以前活動し

ていた「写真サークル・あじさい」は、壁に展示されて

いた写真を見た人が、このような写真を撮れるようにな

りたいと希望したことがきっかけとなり、写真を展示し

ていた人を講師とするサークルとして立ちあげられた。 
「千里竹の会」（2003 年設立）は、「ひがしまち街角広

場」で公園の竹薮が荒れているという話題が出たことが

  
（写真3）水を飲みに立ち寄る 

子どもたち 
（写真4）一人で過ごす人もいる 

 

  
（写真5）一緒に話をする 

当番と来訪者 
（写真6）10月の周年記念行事に 

協力する人  々
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きっかけとなり、「ひがしまち街角広場」での話し合いを

通して立ちあげられたグループで、公園内の竹林整備、

間伐した竹を使った竹細工・竹炭づくりを行っている。

千里ニュータウンのお土産の作成・販売、歴史の収集・

発信を行う「千里グッズの会」（2002 年設立、2012 年か

ら「ディスカバー千里」として活動）8)、住まいのサポー

トと街の再生についての活動を行う「千里・住まいの学

校」（2004 年設立。2006 年NPO法人化）は、「ひがしま

ち街角広場」に集まった地域の人々、専門家、大学教員、

学生らによって立ちあげられたグループである。現在、

これらのグループはいずれも「ひがしまち街角広場」の

枠を越えてた活動を展開している。 
2017 年から「ひがしまち街角広場」は、「千里竹の会」、

「ディスカバー千里」など関わりのあるグループと連携

し、東町公園で「竹林清掃＆地域交流会」を主催してお

り、地域の人々が自分たちの地域の環境を維持管理する

拠点としての機能も担うようになった（写真8）。 
地域の団体が会議を開くための機能を担う場所として、

集会所や公民館をあげることができる。ただし、集会所

や公民館は体制が整い、活動目的や内容がはっきりして

いる団体が利用する場所としては適している反面、メン

バーを集めたり、活動目的や内容をはっきりさせたりす

るなど、これから活動を立ちあげていく段階では利用し

にくい。新たな活動は、必ずしも集会所や公民館におけ

る会議を通して立ちあげられるわけでなく、「みんなが何

となくふらっと集まって喋れる、ゆっくり過ごせる場所」

における会話から生まれることもある。 
「ひがしまち街角広場」は新たな活動を立ちあげるき

っかけとなることで、地域にどのような課題があるのか、

その課題に対してどのように取り組もうとしている人々

がいるのかなどを浮かびあがらせている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.地域の可視化  
「ひがしまち街角広場」は地域情報を伝えたり、作品

を発表したり、新たな活動を立ちあげたり、地域の環境

を維持管理する拠点になったりというように多くの機能

を担ってきた。一般的に社会的弱者と見なされる人々に

対するサポートやセーフティーネットは、「ひがしまち街

角広場」が結果として担うことになった機能の一部であ

る。「ひがしまち街角広場」がこのように多くの機能を担

うことになったのは、「みんなが何となくふらっと集まっ

て喋れる、ゆっくり過ごせる場所」として、地域を可視

化しているからである。 

地域の可視化を通して「結果としての福祉」が実現さ

れることと、あらかじめ想定した対象者にサポートやセ

ーフティネットとしての福祉を提供することとは、担っ

ている機能のみを取り出せば同じように見えるかもしれ

ない。しかし、あらかじめサポートやセーフティネット

の対象となる人々を想定するプロセスは、ある属性によ

って人々をカテゴライズすることと不可分である。この

カテゴライズにより、ある属性をもった人々がサポート

やセーフティネットの受け手として認識されることで、

社会的なものとして弱者が生み出されてしまう。 
「ひがしまち街角広場」のあり方はこれとは異なる。

「枠にはまってない、枠からはみ出た人には対応できな

いって言ったらだめ」と赤井直さんが話していたように、

「ひがしまち街角広場」では相手が弱者としてカテゴラ

イズされているからではなく、目の前で何らかの助けを

求めている顔の見える存在だからこそ、「それぞれに応じ

たものを、その場でできる」かたちでの対応がなされて

いる。「結果としての福祉」とは、弱者を社会的なものと

して生み出すことなく、人々が幸福な状況を実現する。 
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注 

1）『スーパー大辞林3.0』より。 

2）例えば、厚生労働省の分野別の政策一覧のページでは、「福祉・介護」というよ

うに福祉と介護が一括りにされており、「福祉・介護」のカテゴリーの中に「障害

者福祉」、「生活保護・福祉一般」、「介護・高齢者福祉」の3つが位置づけられて

いる。https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/ 

3）「ひがしまち街角広場」の詳細はウェブサイト（https://machikado-hiroba.org）、及び、

田中康裕（2021）を参照。 

4）本稿で引用している「ひがしまち街角広場」についての発言は、全て赤井直さん

の発言である。 

5）新千里東町は、千里ニュータウンの 12住区の中で唯一、全ての住宅が集合住宅

である。そのため、他の地域のように運営に活用できる空き家（戸建住宅の空き

家）がそもそも存在しない。このことは、地域の人々が活動場所を確保するのを

困難にする大きな要因になっている。 

6）新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、2020年3～5月は臨時休業になり、運

営再開後の 2020年 6月からは月曜～金曜の 11～16時の週 5日の運営となった。

そして、近隣センターの再開発に伴い、2021年6月からは水・木曜の11時～16

時と金曜の11～13時に運営日時が短縮されている。 

7）10月周年記念行事は、2013年の12周年記念までは毎年行われ、その後、2016年

に15周年記念が行われた。 

8）筆者は 2004年から「千里グッズの会」に参加し、その後、「ディスカバー千里」

にも参加している。 
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